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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
家
族
の
座
談
会
は
、
認
知
症
の
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
集
ま
り
、
日
々

の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、
喜
び
な
ど
、

互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合
う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
の
思
い
や
体
験

談
な
ど
を
語
り
合
い
、
交
流
し
ま
せ
ん

か
。

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
　
６
月

１０
日（
金
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜

１１
時

３０
分

◆
場
所
　
黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
大
方
庁
舎
前
）

 
※
２
階 

健
康
研
修
室

○
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

　「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
お
よ
び
に
く
い

低
所
得
の
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、高

齢
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支

援
臨
時
福
祉
給
付
金
）を
支
給
し
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
平
成

２７
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者（
※
）の
う
ち
、
平
成

２８
年
度

中
に

６５
歳
以
上
と
な
る
方（
昭
和

２７
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）が
対

象
で
す
。

※
平
成

２７
年
１
月
１
日
時
点
で
黒
潮
町

に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成

２７
年
度

の
住
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
対

象
外
で
す
。

・
平
成

２７
年
度
の
住
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
税
法
上
の
扶

養
親
族
な
ど

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

・
支
給
決
定
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

な
ど

◆
支
給
額

　
支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

◆
申
請
手
続
き

　
支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
に
４
月

下
旬
に
案
内
書
と
申
請
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
申
請
期
間
内
に
役
場
担
当
窓
口
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。

◆
申
請
期
間
　
※
当
日
消
印
有
効

　
５
月
２
日（
月
）〜
８
月
２
日（
火
）

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座
へ
随
時
振
り
込

み
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

　
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）

　
黒
潮
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公

共
水
域
の
水
質
汚
染
の
防
止
と
快
適
な

生
活
環
境
の
創
造
を
図
る
た
め
、
合
併

浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
平
成

２８
年
度
中
に
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
予
定
し
て
い
る
方
で
、
補
助
金
を

希
望
す
る
方
は
、
補
助
金
交
付
申
請
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。（
予
算
到
達
時
点

で
受
付
終
了
）

◆
補
助
金
額

・
５
人
槽
　
　
　
　

３３
万
２
０
０
０
円

・
６
〜
７
人
槽
　
　

４１
万
４
０
０
０
円

・
８
〜

１０
人
槽
　
　

５４
万
８
０
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
住
民
課 

環
境
保
全
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

３１
日
で

す
。
納
付
は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
、
銀

行
、
郵
便
局
、
農
協
な
ど
お
近
く
の
金

融
機
関
で
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付

も
可
能
で
す
。
平
日
に
納
付
で
き
な
い

方
な
ど
は
、
納
税
通
知
書
持
参
の
う
え
、

ご
利
用
く
だ
さ
い（
詳
し
く
は
、
納
税

通
知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

 
な
お
、
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な

い
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の
方
の

減
免
手
続
期
限
も
５
月

３１
日
ま
で
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
高
知
県
幡
多
県
税
事
務
所

蕁
３
５
―
５
９
７
２

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
、

固
定
資
産（
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
）

を
所
有
し
て
い
る
方
ま
た
は
相
続
人
に

対
し
て
、
固
定
資
産
の
評
価
を
基
に
算

出
す
る
税
金
で
す
。

　
貧
困
や
災
害
な
ど
、
次
の
①
か
ら
⑤

に
該
当
す
る
場
合
、
黒
潮
町
税
条
例
の

高
齢
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）の
お
知
ら
せ

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
交
付

申
請
に
つ
い
て

認
知
症
の
人
を
抱
え
る
家
族
の
座
談
会

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

S
U
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規
定
に
よ
り
、
町
長
が
必
要
で
あ
る
と

認
め
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

◆
減
免
対
象
理
由

①
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助

を
受
け
る
方
の
所
有
す
る
固
定
資
産
 

②
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
固
定

資
産（
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を
除
く
） 

③
町
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
わ
た
る
災

害
ま
た
は
天
候
の
不
順
に
よ
り
、
著

し
い
被
害
を
受
け
た
固
定
資
産
 

④
不
慮
の
災
害
に
よ
り
納
税
の
能
力
を

喪
失
し
た
方

⑤
右
記
の
ほ
か
、
①
か
ら
④
に
類
す
る

特
別
の
事
情
が
あ
る
方

◆
減
免
対
象
固
定
資
産
税

　
減
免
申
請
の
提
出
後
７
日
以
降
に
納

付
期
限
が
来
る
も
の（
申
請
年
度
の
み
）。

　
た
だ
し
、
す
で
に
納
付
済
の
固
定
資

産
税
は
減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
手
続
き

　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
納

付
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
に

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
由
を
証
明

す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
 

　
減
免
申
請
に
は
、
番
号
法
に
よ
り
、

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）お
よ
び
本

人
確
認
書
類（
個
人
番
号
カ
ー
ド
や
運

転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
身
分
証
明

書
な
ど
）が
必
要
で
す
。

　
申
請
書
類
・
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
税
務
課
ま
た
は
地
域
住
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

税
務
課 

資
産
税
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
　
　
　
　

　
総
合
窓
口
第
１
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
１
３（
直
通
）　

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
水

力
発
電
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
発
電
施
設
の
あ
る

佐
賀
地
域
で
行
な
わ
れ
る
公
共
施
設
整

備
や
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
行
な

う
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成

２７
年
度
は
、
佐
賀
保
育
所
運
営

事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
、
園
児
の
健

全
育
成
、
保
護
者
の
社
会
環
境
支
援
な

ど
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
平
成

２８
年
４
月
分
か
ら
平
成

２９
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
万
６
２
６
０
円
で
す
。
納
め
た
国

民
年
金
保
険
料
は「
社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税

金
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

 
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ
し
て
便
利

で
お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料
納
付

が
免
除
、
猶
予
さ
れ
る
制
度
も
あ
り
ま

す
。
納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

 
 
 
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課

 
総
合
窓
口
第
２
係

 
 
 
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

 
日
本
年
金
機
構 
幡
多
年
金
事
務
所

 
 
 
蕁
３
４
―
１
６
１
６

　　
眞
闢
医
師
は
、
平
成

１３
年
４
月
か
ら

佐
賀
診
療
所
医
師
と
し
て
ご
尽
力
い
た

だ
き
、
地
域
住
民
か
ら
は
大
変
頼
ら
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

２８
年
４
月
末

で
佐
賀
診
療
所
を
閉
院
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
期
間
、
佐
賀
地
域
の
医
療
を
支
え

て
い
た
だ
き
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

※
関
連
記
事

２５
ペ
ー
ジ

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

蕁
５
５
―
３
１
１
１（
代
表
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

佐
賀
診
療
所
の
閉
院
に
つ
い
て

役場からのお知らせ役場からのお知らせ


